
Le Corbusier
ル・コルビュジェの建築写真集

　ル・コルビュジエはスイスで生まれる。フランスで主に活躍した建築家で、本名はシャ
ルル＝エドゥアール・ジャンヌレ＝グリという。フランク・ロイド・ライト、ミース・ファ
ン・デル・ローエと共に「近代建築の三大巨匠」として位置づけられている。
　1887 年 10月 6日、ル・コルビュジエ（本名シャルル・エドゥアール・ジャンヌレ）
はスイスの山あいの小都市ラ・ショー=ド =フォンで生まれました。スイスで活動した後、
1917 年にパリに出て、キュビズム（純粋主義）の画家として活動しながら、35歳で従兄
弟のピエールと共同で建築事務所を設立します。1920年代には「新しい建築の5つの要点」
を提唱し、「サヴォワ邸」に代表されるような、明るく清潔で機能的な住空間を創造しま
した。1930 年代には「現代建築国際会議（CIAM）」の主唱者として世界の建築をリード
し、いくつもの都市計画案を提示しています。第 2次世界大戦後になると、独自の尺度「モ
デュロール」を発表し、この尺度を用いた集合住宅「ユニテ・ダビタシオン」や、「ロンシャ
ンの礼拝堂」などの宗教建築、インドでの都市計画と大型公共建築などを手掛けました。
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　サヴォア邸では、ピロティ、屋上庭園、自由な平面、独立骨組みによる水平連続窓、
自由な立面からなる近代建築の五原則のすべてが、高い完成度で実現されている。も
とは別荘としての一般住宅であった。
屋上庭園 (Jardin Suspendu) に出てみよう ! 天井となる部分がないと、こんなに開放的
な気分になるものなのだ ! と改めて感じる。この庭園こそが、邸宅内に光をもたらして
いると言えよう。周囲を取り囲む、白い壁に連なる窓枠 ( ガラスはないので ) は、そこ
から覗く景色を 1枚、1枚のフレームの様に見せかける効果を果たしている。

サ
ヴ
ォ
ア
邸

V
illa Savoye

20

世
紀
の
住
宅
の
最
高
作
品
の
一
つ
で
あ
り
、フ
ラ
ン
ス
の
歴
史
的
建
築
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。1964

年
、ア
ン
ド
レ
・
マ
ル
ロ
ー
文
化
大
臣
が「
サ
ヴ
ォ
ア

邸
」を
民
間
建
築
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
に
指
定
し
、歴
史
遺
産
と
し
た
。こ
の
サ
ヴ
ォ
ワ
邸
は
、1927

年
に
ル
・
コ
ル
ビ
ュ
ジ
ェ
が
表
明
し
た「
ピ
ロ
テ
ィ
」、「
屋
上
庭

園
」、「
自
由
な
設
計
」、「
自
由
な
平
面
」、そ
し
て
、「
横
長
の
連
続
窓
」と
い
う
近
代
建
築
に
お
け
る5

つ
の
原
則
を
探
求
・
実
現
化
し
た
住
宅
建
築
で
あ
る
。

平
面
の
中
央
に
は
緩
や
か
な
ス
ロ
ー
プ
が
設
け
ら
れ
、1

階
と2

階
を
連
続
的
に
繋
い
で
シ
ー
ク
エ
ン
ス
を
形
成
し

て
い
る
。も
と
は
別
荘
と
し
て
の
一
般
住
宅
で
あ
っ
た
。

リ
ビ
ン
グ
は
、白
と
サ
ー
モ
ン
・
ピ
ン
ク
に
彩
ら
れ

た
こ
の
長
方
形
の
空
間
は
、正
面
に
屋
上
庭
園
を
一

望
出
来
る
大
き
な
ガ
ラ
ス
窓
、他
方
に
は
、底
辺
と
平

行
に
施
さ
れ
た
連
続
的
な
長
方
形
の
窓
々
の
効
力
に

よ
り
、外
か
ら
の
柔
ら
か
な
陽
光
で
満
ち
足
り
て
い

る
。

屋
上
庭
園(Jardin Suspendu)

に
出
て
み
よ
う!

天
井

と
な
る
部
分
が
な
い
と
、こ
ん
な
に
開
放
的
な
気
分
に
な

る
も
の
な
の
だ!

と
改
め
て
感
じ
る
。こ
の
庭
園
こ
そ
が
、

邸
宅
内
に
光
を
も
た
ら
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

無
駄
な
装
飾
の
無
い
室
内
に
は
、ル
・
コ
ル
ビ
ュ

ジ
ェ
が
創
作
し
た
機
能
的
な
椅
子「
安
楽
椅
子

(Chaise Longue)

」や
、「
自
由
に
動
く
背
を
持
つ

椅
子(Sling Chair)

」な
ど
が
置
か
れ
て
お
り
、見

学
者
は
自
由
に
そ
れ
ら
に
腰
を
落
ち
着
け
、ゆ
っ

た
り
と
し
た
気
分
で
目
の
前
の
庭
園
を
楽
し
む
事

が
出
来
る
。
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庭
園
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楽
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む
事
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出
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。

　ロ
ン
シ
ャ
ン
の
礼
拝
堂
は1955

年
、ス
イ
ス
生
ま
れ
の
世
界
的
建
築
家
、ル
・
コ
ル
ビ
ュ

ジ
ェ
の
手
で
竣
工
し
た
。 も
と
も
と
こ
の
地
に
は
中
世
以
来
の
礼
拝
堂
が
存
在
し
た
が
、第
二

次
大
戦
中
に
ド
イ
ツ
の
空
襲
に
よ
り
消
失
。戦
後
、礼
拝
堂
再
建
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
ル
・

コ
ル
ビ
ュ
ジ
ェ
に
白
羽
の
矢
が
立
っ
た
。飛
行
機
の
翼
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
シ
ェ
ル
構
造
の
屋
根

と
白
く
輝
く
厚
い
壁
が
特
徴
の
彫
刻
の
よ
う
な
建
物
。

RC

造
の
シ
ェ
ル
構
造
か
ら
な
る
独
特
の
形
状
を
し
た
こ
の
礼
拝
堂
は
、ル
・
コ
ル
ビ
ュ
ジ
ェ

後
期
の
傑
作
と
し
て
世
界
的
に
名
高
い
。巨
大
な
南
面
の
壁
に
穿
た
れ
た
小
さ
な
開
口
部
に

は
、さ
ま
ざ
ま
な
原
色
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
が
奥
深
く
嵌
め
込
ま
れ
、そ
こ
か
ら
差
し
込
む
外
光

の
拡
散（
チ
ン
ダ
ル
現
象
）に
よ
っ
て
、礼
拝
堂
内
部
に
極
め
て
神
秘
的
な
光
の
空
間
が
出
現
す

る
。内
部
の
壁
に
反
射
す
る
光
は
柔
ら
か
い
。採
光
塔
の
上
側
部
か
ら
補
わ
れ
る
反
射
外
光
、そ

し
て
諸
所
に
配
さ
れ
た
開
口
部
の
効
果
で
チ
ャ
ペ
ル
内
部
は
外
部
と
隔
絶
す
る
程
に
は
暗
く

な
く
、祈
り
の
た
め
の
空
間
と
し
て
程
良
い
明
る
さ
と
な
っ
て
い
る
。

Chapel of Longcham
p

ロ
ン
シ
ャ
ン
の
礼
拝
堂

フ
ラ
ン
ス
東
部
に
あ
る「
ロ
ン
シ
ャ
ン
の
礼
拝
堂
」は
、ル
・
コ
ル
ビ
ュ
ジ
ェ
最
高
傑
作
の
一
つ
と
し
て
世
界
的
に
名
高
い
。ロ
ン
シ
ャ
ン
の
礼
拝

堂
は
正
式
名
称
を「
ノ
ー
ト
ル
・
ダ
ム
・
デ
ュ
・
オ
ー
礼
拝
堂
」（Chapelle Notre-Dam

e du Haut

）と
言
う
。日
本
で
は「
ロ
ン
シ
ャ
ン
の
教
会
」

と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
多
い
が
、正
確
を
期
す
な
ら
教
会（Elise

）で
は
な
く
礼
拝
堂（Chapelle

）で
あ
る
。
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間
が
出
現
す

る
。内
部
の
壁
に
反
射
す
る
光
は
柔
ら
か
い
。採
光
塔
の
上
側
部
か
ら
補
わ
れ
る
反
射
外
光
、そ

し
て
諸
所
に
配
さ
れ
た
開
口
部
の
効
果
で
チ
ャ
ペ
ル
内
部
は
外
部
と
隔
絶
す
る
程
に
は
暗
く

な
く
、祈
り
の
た
め
の
空
間
と
し
て
程
良
い
明
る
さ
と
な
っ
て
い
る
。

Chapel of Longcham
p

ロ
ン
シ
ャ
ン
の
礼
拝
堂

フ
ラ
ン
ス
東
部
に
あ
る「
ロ
ン
シ
ャ
ン
の
礼
拝
堂
」は
、ル
・
コ
ル
ビ
ュ
ジ
ェ
最
高
傑
作
の
一
つ
と
し
て
世
界
的
に
名
高
い
。ロ
ン
シ
ャ
ン
の
礼
拝

堂
は
正
式
名
称
を「
ノ
ー
ト
ル
・
ダ
ム
・
デ
ュ
・
オ
ー
礼
拝
堂
」（Chapelle Notre-Dam

e du Haut

）と
言
う
。日
本
で
は「
ロ
ン
シ
ャ
ン
の
教
会
」

と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
多
い
が
、正
確
を
期
す
な
ら
教
会（Elise

）で
は
な
く
礼
拝
堂（Chapelle

）で
あ
る
。
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1

階
中
央
部
分
は
、屋
上
の
明
か
り
取
り
窓
ま
で
吹
き
抜
け
と
な
っ
た
ホ
ー
ル
で
、ル
・
コ
ル
ビ
ュ
ジ

エ
に
よ
っ
て「19

世
紀
ホ
ー
ル
」と
命
名
さ
れ
、現
在
は
ロ
ダ
ン
の
彫
刻
の
展
示
場
と
な
っ
て
い
る
。

2

階
は
、中
央
の
吹
き
抜
け
の
ホ
ー
ル
を
囲
む
回
廊
状
の
展
示
室

に
な
っ
て
い
る
。こ
れ
は
、ル
・
コ
ル
ビ
ュ
ジ
エ
の「
無
限
成
長
建

築
」と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
に
基
づ
く
も
の
で
、巻
貝
が
成
長
す
る
よ

う
に
、将
来
拡
張
が
必
要
と
な
っ
た
際
に
は
外
側
へ
、外
側
へ
と
建

物
を
継
ぎ
足
し
て
い
け
る
構
造
に
な
っ
て
い
る
。

1

階
か
ら2

階
へ
は
、彫
刻
作
品
を
眺
め
な
が
ら
上
れ
る
よ
う
に
、

階
段
で
は
な
く
、傾
斜
の
ゆ
る
い
斜
路
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

1959

年
に
開
館
し
、緑
色
の
外
壁
は
、近
付
い
て
み
る
と
、緑
色
の
小
石
を
全
面
に
貼
り
付
け
た
も
の
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
る
。た
だ
し
、現
在
の
外
壁
は
建
設
当
時
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
は
な
く
、後
に
改
修
し
た
も
の
で
あ
る
。建

物
の
平
面
は
正
方
形
で
、各
辺
に7

本
ず
つ
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
ち
放
し
の
円
柱
が
立
つ
。こ
れ
ら
の
円
柱
は
、

2

階
で
は
壁
か
ら
離
れ
て
立
つ
独
立
柱
と
な
っ
て
い
る
。

1

階
部
分
は
ピ
ロ
テ
ィ（
高
床
）構
造
と
な
っ
て
い
て
、

1

階
の
大
部
分
が
室
内
に
取
り
込
ま
れ
て
い
る
。
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